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1.は じ め に

米 国の青年 ウィ リアム ・メレル ・ヴォー リ

ズ(WilliamMerrellVories)は,1905年(明

38)の2月 に近江八 幡の駅 にお りたった。後

に ヴォー リズの全 ての事 業,全 ての生活 の協

力者 となった吉 田悦蔵 は,当 時の こ とを次の

様 に書 いて い る。「…… その2月2日 は北風

の吹 く厭 な 日であった。 ……僅 かばか りの旅

客 の乗 り降 りの混雑 の 中に,立 襟 した濃紺色

格子縞 の着古 びた外套,山 高帽,肩 よりな な

め にか けた写真器 も古 そ うな姿に,白 色人種

特有 の美 しい歯 を出 して淋 し く微 笑 しなが ら

たってい る。年 の頃 は18と も20と も判 断で き

ぬ,若 さを もったア メ リカ人がい た。それが

ヴォー リズさんであ る」(1)ヴォ ー リズの来 日

の 目的は,滋 賀県立商業学校(現 県立八幡商

業 高校)の 英語教 師 として赴任す るため であ

った。 この時,彼 は24才,そ の後 この地 に死

ぬ まで居つ くことに なろ う とは,想 像 だ に し

なか ったにちがい ない。

近 江八幡 は,当 時町制 が施行 されたばか り

の人 口約7400人 の 小 さな町で あった。八幡 の

歴史は古 く,1585年 に 豊臣秀吉の甥,秀 次が

八幡 山に城 を築 き城下 町 として開 い たこ とか

ら発展 した町で あった。秀次 は城下 町完成後,

商 工業の保護 と促 進 をはか り,そ の結果,八

幡の商業 は栄 え,多 くの豊か な商 人が輩 出 し

た。彼 らは天秤棒 一本 か ら商売 を始め,巨 万

の富 をつ くりだ した といわれ,現 在 で も往 時

の繁栄 を うかが うこ とので きる豪 商の屋敷 が

町並み とともに保存されている。1595年 秀次

の失脚 とともに,城 下町としての体制は崩壊

したが,そ の後,町 を盛 りたてていったのは,

いわゆる当地の近江商人で,彼 らは 日本全国

に活躍 し,そ の経営 と才覚は様々な所で発揮

されて きた。

ヴォー リズは,こ の地で英語教師をす るか

たわら,放 課後バイブルクラスを開 き,キ リ

ス ト教の伝道にも熱心であった。そのため2

年後には,解 雇されたが,そ れ を機会に自ら

のキリス ト教団 「近江 ミッション」 をおこし,

一方で伝道活動の資金源 として建築設計 を始

め,さ らに輸入雑貨販売の実業に も着手 した。

家庭の常備薬 として全国津々浦々に広 まった

あの有名なメンソレータムは,確 実に近江 ミ

ッションの活動を支え,ま た建築設計では,

教会,学 校,病 院,住 宅など実に1500件 を超

える数 をこなし,彼 の名声を高める要素にも

なった。ヴォー リズの人柄やその活躍ぶ りか

ら,良 き理解者にも恵まれ,地 域の教育事業

にも多くの影響 を残 している。 とりわけ,キ

リス ト教的使命感からの生活改善のとり組み

は,洋 式生活 を通 して,具 体化 されていっ

たと考 えられる。ヴォー リズは住宅の設計を

通 してこれを説き,そ してミッションの女性

達は生活を通 してこれを伝えた。1933年(昭

8)に ミッションの活動の一部 として設立さ

れた 「家政塾」は,衣 食住にわたって洋式生

活 を教 え,近 郊の若い女性の憧れの的であっ

たともいわれる。本篇では,家 政塾の成立過

程及びそこに携わった人々の生活行動,意 識

を明らかにす ることとした。
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II近 江 ミッシ ョンの歴 史 と事 業

1.近 江 ミッシ ョンの創生

近江 ミッションはウィ リアム ・メレル ・ヴォ

ー リズの 来 日とと もに始 まる
。 ヴォー リズは

1880年(明 治13)に ア メ リカ ・カンザス州の

レブ ンワー スに生れ た。両親 ともに教 会活動

に熱心で,キ リス ト教 の雰囲気 に満 ちたあ た

たかい家庭 に育 った。 ヴ ォー リズは高校 生 の

頃 よ りYMCAに 参 加 し,そ して コロラ ド大

学 で哲学 をお さめ卒業 をしたが,大 学での最

初 の専攻 は建 築学 であ った。卒業 と同時 にコ

ロ ラ ド,ス プ リン グ市 のYMCAに 就 職 した。

以前 よ り海外伝道 に対 す る希望 を持 っていた

彼は,東 京YMCA(2)か ら の求 人依頼 にす ぐ

さま応 じた。そ して,そ こか ら滋賀県立商業学

校 に英語 教師 として派遣 される こと となった。

1905年(明 治38)2月2日,彼 は未知の 国 日

本,そ して さらに未知 の地,近 江八幡 に到着

した。 この時,彼 の知 っていた 日本語は,お

は よう,さ ような らだけ で,日 本につ いての

知 識は皆 無であ った。英語 を話 す人 もいなけ

れば,町 の様子 も淋 し く非常 な孤 独 を感 じた

こ とで あろ う。す ぐにで も帰 りたい気持 にお

そわれ たこ とを,後 の 回顧録 で書いて いる。

彼の最初 の住居 は魚 屋町 の,東 向 きの採光

の悪い古 い大 きな町家 で あった。そ こで彼 は

コックと共に2年 間暮 した。 こ こで放課後,

彼 は商業学校 の生徒達 を集め てバ イブル クラ

ス を開 いた。

ヴ ォー リズには,当 地 の若者達 は,た ば こ

も,酒 も,女 遊 び もす る様 な青年期 の罪悪 を

おか して いるとうつ った。彼 らに神 の国につい

て の話 を し,「 肉において も世 の人々 よ り強 く,

霊 におい ては特 に先覚者 た るべ きではあ りま

せ んか 。禁 酒禁 煙は直接 に 自漬 の欲 を起す刺

激 を少な くす るの です 。運動 と祈 りと聖書 を

読 むこ とによって諸君 は心の清 い人にな って

下 さい」 と教化 した。(3)この こ とは,青 年達の

心に深 く浸透 し,彼 を慕う者の数 も増々多く

なっていった。バイブルクラスの人数は増え,

やがて八幡YMCAと して組織されていった。

そして,1907年(明 治40)2月,彼 の熱意 と

アメリカ,日 本での篤志家の助けをか りて,

為心町に彼の設計によって,八 幡YMCA会

館が建設された。完成 とともに,会 館の一室

にヴォー リズは居 を移 し,2階 の北側の部屋

を本拠にして,こ こに7年 間暮 した。

一方 ,YMCA会 館が建った直後,彼 はそ

の熱心 な伝道活動が原因となって商業学校の

職 を解雇された。それは商業学校の卒業式の

日であった。その卒業生の中に,彼 のバイブ

ルクラスか らのつき合いであった吉 田 悦 蔵

(旧姓井上)が いた。 この日,同 じ志をもつ

ヴォーリズ と悦蔵は,共 にお互いの新 しい出

発に向けての感動的な誓いをした。一身をこ

の湖畔の土に埋めるため,一 生を福音伝道に

捧げると2人 は固 く決心 した。

ヴォー リズの解職 を知 って各地 より英語教

師としての招聘の依頼が来たが,彼 は八幡 を

動 こうとはしなかった。ヴォー リズは八幡 を

世界の中心 と定め,こ こから彼独 自のキリス

ト教事業を発展させた。これが近江 ミッショ

ンの創生であった。

灘

図}現 在の近江八幡周辺 と琵琶湖
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2.伝 道 活動 とそれ を支 え る事業

悦蔵 と2人 で近江 ミッシ ョン を設立 し,2

人 で 共 同生 活 を始め た ものの,経 済的 には逼

迫 した状 態が続 いた。ヴ ォー リズは建築 設計

の仕事 に本気で とり組み始め,そ の仕事 で得

た報酬すべ て を近 江 ミッシ ョンの活動 資金に

当てた。八幡YMCA会 館 は,キ リス ト教事

業 と,そ れ を支 え る仕事 の場 となった。

琵琶 湖周辺 での伝 道 は活発化 し,今 津,堅

田,水 口,野 田,米 原,愛 知 川,能 登川,八

日市な どに近 江 ミッシ ョンの支部 がつ くられ

た。同時 に,こ れ らの地 域の キ リス ト教会 も

彼の設計 で建 設が進め られ た。 こうして両事

業が 多忙 にな るにつ れ,建 築 設計での 強力な

協 力者が 必要 とな り,ヴ ォー リズはア メ リカ

に一時帰 国 し,ア メ リカ人建築 技師 を連 れて

再 び八 幡 に戻 っ た。 彼はチ ェー ピン(Lester

GroverChapin)と 言 い,ニ ュー ヨー クのコー

ネル大 学建築学科 を卒 業 したばか りの青年 で

あった。ヴ ォー リズ,悦 蔵,チ ェー ピンの3

人 は,1910年(明 治43)に ヴ ォー リズ合名会

社 を設立 し,翌 年 魚屋町 に事 務所 を開 いた。

この時資金緩助 をしたのは,悦 蔵 の母,吉 田

柳子 で あった。 柳子 はこの時は まだ仏 教徒 で

あったが,後 に近 江 ミッションの母 と呼ばれる

までの クリスチ ャンにな って ゆ くので ある。

この キ リス ト教事業 に,多 くの協 力者が加

わって いった。商業学校 での教 え子 で あった

村 田幸 一郎,佐 藤 久勝,地 元 で キ リス ト教

運 動 に力 を注い で い た武 田 猪平,早 稲 田大

学で英語科 講師 を してい たウォー ターハ ウス

(PaulB.Waterhouse)ら は 強 力 な同志 とし

ての結束 を固め ていった。

1912年(明 治45)に ミ ッシ ョンの 機 関 誌

「湖畔 の聲」が 創刊 され た
。 これは昭和 の激

動の時代 を通 じて,ミ ッシ ョンの幾 たびか の

改革の 波に もまれなが ら も現 在に いたって も

引 き続 き発行 されてい る。

1913年(大 正2)に は ア メ リカ,メ ン ソレ
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一 タム社の 日本での生産 販売権 がヴ ォー リズ

に与 えられた。 メンソレー タム社 の創業者ハ

イ ド(A.A.Hyde)と ヴ ォー リズ,悦 蔵 はア

メ リカで催 され たキ リス ト教 の大会 で初 めて

会 い,そ の時に結ば れた 固い友好 の絆 が,代

理店契約 を実現 させ た。 さ らに,ハ イ ドは琵

琶 湖 での伝 道 の助 けに なる よ うに と,一 艘 の

モー ター ボー トを寄 贈 した。 これはガ リラヤ

丸(4)と命 名 され,1915年(大 正4)か ら湖 畔

伝 道船 として大 きな役 目を果 してい った。

この様 に,ミ ッシ ョン全体 は順 調に発展 し

てゆ き,そ の組織は増 々複雑化 して いった。

1920年(大 正9)に は,近 江 ミッシ ョンはW.

M.ヴ ォー リズ建築事 務所 と近 江セール ズ株式

会社 に分割 され,さ らに,メ ンソレー タムを

扱 う部署 が,薬 品メ ンソレー タム部 として独

立 してい った。

近江 ミッシ ョンの事 業は,大 正後期 には,

以 下 の様 な事業 が展 開 され た。

年 は開始年 を示す

1.八 幡YMCA会 館1907(明40)

2.「 マ ス ター シー ド」の発行1907(明40)

「湖 畔の聲」 の発行1912(明45)

「トラク ト」 その他の 図書 出版

3.ガ リラヤ 丸建造1915(大4)

4.通 信 伝 道部1915(大4)

5.近 江 療養 院1918(大7)

6.米 原 紫苑会館1921(大10)

7.米 原 紫苑幼稚 園1923(大12)

8.清 友 幼稚 園及び運動場1922(大11)

9.八 幡 英語学校1923(大12)

10.今 津,壁 田,日 野,水 口,野 田,武 佐に

お ける定期集会

11.八 幡 人事相談所



III近 江 ミッシ ョンの 女性 た ち

1907年(明 治40)八 幡YMCAが 建 ち,ヴ

ォー リズ,悦 蔵 がそ こに暮 してい る頃,京 都

YMCAの 創 設 者フ ェル プス(G.S.Phelps)

の 案 内で,3人 の ア メ リカ女性 が近 江 八幡 を

訪 れ.た。 フェル プスは,建 築 設計で も伝道 で

も常にヴ ォー リズの支 え となった人物 であっ

た 。ヴ ォー リズ,悦 蔵は この一行 を歓迎 し,

そ の結 果 この3人 か ら ミッ シ ョンの事 業 に

1000ド ル の寄付 を受 け る とい う幸運 に恵 まれ

た 。この1000ド ル で八幡の 池田町に土地 を買

い,悦 蔵 の母柳子 の資金援助 によって,ミ ッシ

ョンの ス タ ッフ の住 宅 が次 々 と建 て られ た。

1913年(大 正2)に 吉 田悦蔵 邸,ウ ォー ター

ハ ウス邸 が まず建 て られ,翌 年 にはヴ ォー リ

ズ邸が建 て られ た。丁度その 頃,ヴ ォー リズ,

悦 蔵はア メ リカを旅行 中であ ったか ら,こ れ

らは留守 中の建 設 であったが,2人 は 帰国早

早,こ の住宅 に入 った。 また1921年(大 正10)

に は二家族用 の ダブルハ ウスが建 て られ,こ

こ には,ヴ ォー リズの両 親,建 築事務 所のス

タ ッフ,ア メ リカ人 の教 師達 が次々 と住んだ。

写真1池 田町の近江 ミッション住宅(左 より吉

田邸,ウ ォーターハウス邸,ヴ ォーリズ邸)

そ して以後,こ こは ミッシ ョンの拠点 とな

り,名 実共 に ミッシ ョンの シンボル となった。

近 江八幡 は,近 江商 人の全 盛期 に建 て られ た

住 宅が いま もなお残 る様 な古 い町で あ り,当

時 の人々 に してみれば,あ た りの光 景 とは全

く異な る西洋館 が 出現 したの であるか ら,そ
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の驚きは相当の ものであったに違いない。物

珍 しい西洋館 を一 目見ようと近郊か ら集 まる

人々 も多くあった。この時,悦 蔵は22,3才 の

独身の青年であったが,彼 は早 くも,こ こで

自分の家庭 を持 ち,こ の住宅が 自分の夢 を満

してゆ く基盤になると信 じていた。大 きな居

間や,食 堂は客が集まりやすい様な雰 囲気 を

持ち,そ して実 際に多くの人々に利用された。

その夢の実現のための最大の力 となったのは,

悦蔵の妻,清 野であった。清野はここを婦人

会に開放 し,料 理などを教えた。これが家政

塾の出発点 となった。

それより以前,ミ ッションの創立期 は,悦

蔵は勿論のことヴォー リズや その他のスタッ

フも独身であり,い わゆる女手のない不 自由

な生活を送っていた。柳子が入幡に呼ばれた

のは,そ の様な事情からであったが,1911年

(明治44)に は新築されたばか りのヴォー リ

ズ合名会社内の座敷に,柳 子は女中を連れて

やってきた。仏教徒であった柳子は ミッショ

ンの住宅に住むのに,仏 壇 とさらに煙草を持

ち込んだ。 もとよりミッションは禁酒禁煙を

モッ トーにかかげていたが,そ れに も拘 らず

柳子の2つ の条件に目をつぶったことは,柳

子への期待 と親愛の情からであった。

写真2近 江 ミッション初期の頃の関係者

前列 吉田柳子,後 列 左より村田幸一郎,

チ ェー ピン,清 水安三(後 に桜美林学園

を創立),一 人 おいて吉田悦蔵,武 田猪平,

右 端 ヴォー リズ

独 身で あった ミッシ ョンのス タ ッフ も村 田



が1914年(大 正3)に 悦蔵が1916年(大 正5)

にヴォーリズが1919年(大 正8)に それぞれ

結婚 し,ミ ッションの活動 も女性 を加 えてよ

り活発になった。家政塾やその他の教育事業

はこれらの女性達の貢献なしでは語れない。

次にこの女性達 についてのべてみよう。

1.吉 田柳子

柳子は1866年(慶 応2)10月10日 に兵庫で

手広 く船問屋を営んでいた阪田彌右衛門の三

女 として生れた。彌右衛門は何十艘 とい う千

石船 を持 ち,日 本全国に船 を廻す程の商才に

たけた事業家であったが,極 端な西洋入嫌い

であった。その最大の理由は,西 洋人はみな

国禁の切支丹 を信 じている,と いうことであ

った。従 って,柳 子の育 った環境は,非 常に

保守的,国 粋的な ものであった。

一方,吉 田家は,阪 田家 と同じ兵庫で,菜

種油,魚 油,石 油など油類の卸売,小 売 を商

いとし,そ の屋号の吉金は近県に知れわたっ

ていた。柳子の夫久介は,1867年(慶 応3)

に吉田家の長男 として生れた。最初は慶蔵 と

名のっていたが,そ の後故あって井上家 を死

跡相続 し,同 時に名 も久介 と改めた。久介,

柳子夫妻は15才 年下の弟金之介の後見 をしな

がら吉田家の家業についた。しか し,久 介は

家業に熱意を持たず,ま たその破滅的生活態

度は,周 囲の者 を悩 ませ続けた。

久介は幼少の頃は利発で,そ の父金介も将

来に望みをかけていたが,長 ずるに致って悪

所に出入 りをし,放 蕩 の限 りをつ くし,特 に

酒での身の もち くずし方は尋常ではなかった。

幾度か入退 院を繰返 した後の少 し酒乱が薄

らいだ頃,金 介はしっか りした妻 をもたせ る

ことが最善の道 として柳子 を迎え入れた。 し

か し,結 婚後 も久介の酒癖はいっこうに治ら

ず,柳 子の結婚生活は苦労の連続であった。

1890年(明 治23)に も長男悦蔵,1893年(明

治26)に 長女 まつ,1896年(明 治29)に 次男

徳蔵の3人 の子どもを授かったが,子 ども達

も父を恐れての生活であった。

たびたびの乱暴狼藉,母 に対する暴力,そ

の結果,巡 査に両手 を縛られ警察に連れてゆ

かれる父を見て育った悦蔵は父への愛情を持

てる訳がなかった。酒に対す る嫌悪感やその

恐 しさを幼児体験 として味わったことが,後

のキ リス ト教への心の傾斜 となった。

久介は晩年には病の床につき,1902年(明

治34)35才 の若 さで亡 くなった。36才 になっ

た柳子は,子 の教育を真剣に考え,悦 蔵を早

く立派な学校に入れ厳格な教育 を受けさせた

いと鰆った..、 藁

悦蔵は成績優秀な子 どもであったため柳子

の期待 も大きかった。当時の滋賀県立商業学

校は,商 家の子弟が全国か ら集まる名門校で

あったから,柳 子は悦蔵を兵庫か ら受験のた

め入幡に送 り出した。無事,入 学 を果すこと

のできた喜びは想像に難 くない。祖父金介は

息子久介を相続人とはせず,悦 蔵に財産 を分

け,叔 父金之介にこれを保管させていた。ま

た,柳 子は久介の死後,遺 産の利子 をや りく

りしての生活であったか ら,決 して裕福では

なかったが,幸 せな時であった。

悦蔵が商業学校へ入学 したことは,後 の柳

子の人生を大 きく変えた。悦蔵がヴォー リズ

と出会い,そ してクリスチャンになると言っ

た時,浄 土宗の熱心な信者であった柳子は当

然反対 した。様々な思いが交錯 したであろう
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が,結 局柳子は 「お前はキ リス ト教 を真面目

に研究 した時は,必 ず仏教の悟 りに入るので

すから,し っか りや りなさい」 と言い,そ れ

に対して悦蔵は 「お母 さん,仏 教を一生懸命

や りなさい。私はキリス ト教 を一生懸命や り

ます。そして5～6年 してその上で話 し合い

ましょう」 と言った。そして,不 幸にも長女

まつをわずか13才 で亡 くしたばか りの柳子は,

その関係のまま,悦 蔵,ヴ ォー リズの もとに

やってきた。毎朝毎 夕,念 仏 を唱え,木 魚 を

たたいたが,ヴ ォー リズは,屈 託な く柳子 を

マザー ヨシダ と言 って敬 い大事 にした。そ

の様な雰囲気や親切,真 心がお互いの理解を

深め,八 幡に来て一年 も経たぬ問に,柳 子

は仏壇を国に送 り返 し,位 碑を寺に納めて,

1912年(明 治45)の 春に洗礼を受けクリスチ

ャンとなったのであった。この時に柳子に強

い影響 を与えたのは,水 戸からたびたび訪れ

ていた伝道活動に熱心なクエーカー教徒のビ

ンフォー ド夫人(Mrs.Binford)で あった。

彼女の話は柳子の胸 を打つ ものがあ り,あ れ

程好きであった煙草 もきっぱりやめることが

できた。鐘 と木魚は讃美歌にかわ り,熱 心な

仏教徒は熟心なキリス ト教徒になっていった。

悦蔵は1912年(明 治45)の 秋から1914年(大

正3)の 春の間,柳 子の資金援助で最初の洋

行 をす るが,こ の間柳子は東京の聖書学校に

入学 しバイブルを勉強 し,ま た英語の勉強も

始めた。もともと意志が強 く,忍 耐 を知って

いる柳子の性格は,人 のために尽すことを苦

労 とせずそれがために多くの人望 を得ること

写真3吉 田柳子

が で きた。 ヴォー リズ,

悦 蔵,村 田,チ ェー ピ

ンら と湖 畔での伝道 を

積極 的 に行 い,柳 子 は

ミッシ ョンの心 の要 と

なった。

柳 子の存在 は ミッシ

ョンの団結 を確か な も
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の に し,ミ ッシ ョンの活動範 囲は拡大 した。

それ に伴 い ミッシ ョンに は様 々な 外人宣教師

達 が訪 れた。 その頃の写真 をみ る と,池 田町

の ミッションハ ウスか いわいは,ま るで外 人

租 界 の様 に感 じられ る。大正年代 に近 江 ミッ

シ ョンに所属 していた宣教 師達 だ けで もゆ う

に20人 を超 えていた。 ここで,プ ロテス タン

ト宣教 師達 の来 日事情 につ いて簡 単 にふれて

お こ つ。

1859年(安 政6)7月,日 本は鎖国 を廃 し

神奈川,長 崎,箱 館を聞港するこ ととなった。

これに伴って,ア メリカのプロテスタン トの

各教派は,日 本への伝道 を積極的に企て,次

次 と宣教師 を日本に送 り込んだ。 これがプロ

テンタン トの日本上陸の端緒で,16世 紀の切

支丹(カ ソリック教)と は全 く異なるもので

あった。宣教師達は伝道 をしなが らも英語を

始め として西欧の学術を教え,或 いは聖書の

和訳,辞 書の編集にも携わり,明 治の文明開

化期 において,我 国の教育文化に多大な貢献

をした。現在のキリス ト教系大学の殆 どは,

その頃来 日した宣教師達が設けた小規模な私

塾 を出発点としていることか らも,伝 道 と教

育は一体 となって推進 されてきたことが解る。

特に社会的に地位の低か った女性の人格教

育 を根本にして女子教育の向上を計ったのは

アメ リカの女性宣教師達で,女 子学院,フ ェ

リス女学校,青 山学院,神 戸女学院,同 志社

女学校,立 教女学校,活 水女学校な どが,

1870～1879年 の間に創立されている。女子教

育の勢いは,ミ ッション資金や,宣 教師達の

援助によって非常に急速に進み,欧 米文化の吸

収では時代の先端 をいっていたともいえよう。

一方
,明 治政府は,そ の文教政策によって

官公立の学校に英米か ら学識ある教師を迎え

てはいた。 しか し,そ の恩恵に授れない地方

の中等学校ではなかなか外国人教師 を迎えるこ

とはできなかった。この実情からYMCAは,



その様な所に教師を派遣することは,伝 道を促

進するにもよい機会であると考えた。そしてア

メリカ,イ ギリス,カ ナダの若い大学卒業生達

を日本の中小都市の学校に,英 語教師として組

織的に送る計画を企てた。YMCAの 紹介によ

り日本に送られた英語教師はアソシエイ トティ

ーチャーと呼ばれていたが,こ の計画によって

明治年間には,お よそ100名 が 日本の学校に

勤務した。 日本側の要請した条件では,

1.日 本語の知識なしに英語教育の機会を与

える

2.課 外には自由に聖書 を教えてもよい

3.旅 費は支給されないが立て替え人がいれ

ば,給 料 より返せばよい

ということであったので,殆 どの青年教師は

放課後バイブルクラスを開いた。彼らは任期

のあと本国に帰 り名を上げた人も多かったが,

そのまま日本にとどまり,日 本の青少年の精

神文化に新 しい思潮を送 ることに専心 した人

もいた。

ヴォー リズの赴任も,そ れらの一連の計画

の中の一つであったか ら,彼 は来 日当初から

YMCAを 通 じての友人 ・知人関係は広が り

を持っていた。

ヴォー リズ,悦 蔵の事業が繁栄するに従い

多数の友人 ・知人が入幡に集 まり,ミ ッショ

ンの本部吉田邸 も多 くの客でにぎわった。多

くの外人宣教師やその夫人達の中にあっても

柳子は堂々としていた。大柄であったために

背の高い外人に混ってもひけをとらなかった。

柳子はよく働 き,人 のめん どうをよくみて,

喜んで客を迎え,神 の道を説 き,信 徒 との交

わ りを多く結んだ。そんな柳子の気がか りは

悦蔵の結婚 であった。

自分の辛 く苦労の多い結婚生活か ら,悦 蔵

には円満で幸せな家庭を持 ってほしいという

柳子の願いは強かった。そんな折,水 戸のビ

ンフォー ド夫人から聞いた女性の話は柳子の
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関 心 を強め た。柳 子は,つ いに その女 性 に会

うため に水戸 に出向 く決心 をした。45日 間 も

の 間,水 戸 に滞 在 し,そ の女 性渡辺 清野 の性

格,生 活態度 を観 察 した後,悦 蔵 の妻に ふ さ

わ しい と判 断 をした。 こ うして渡辺 清野 は望

まれて吉 田家 の嫁 となった。1916年(大 正5)

10月15日,八 幡 町の キ リス ト教会 で結婚式 が

行 われ た。

その翌年,柳 子は丹毒か ら容態 を急 に悪 く

し,1917年(大 正6)5月21日,皆 にみ とら

れ なが ら50才 の 生涯 を とじた。

2.吉 田清野

柳子に見染め られ吉田家に嫁いだ清野は,

1888年(明 治21)7月4日 に山形県上山町に

生れた。清野の祖父は羽州上の山三万石 の城

主松平家の勘定奉行渡辺九十郎 といい,父 は

渡辺光太 といい,宮 崎県の土木課に勤務する

官吏であった。清野をもうけたあと光太は,

32才 で洗礼を受け,信 仰のある家庭 を築 いた。

清野の結婚後は近江 ミッションのスタッフと

な り,17年 もの間近江療養院の事務長を務め

あげた。

清野は,1902年(明 治35)4月 に東京 ・芝

区,聖 坂の普連土女学校(5)の予科に入学 し,

引き続いて本科に進学,そ こで4年 間勉学の

後,1908年(明 治41)3月 に卒業 した。そし

てさらに,聖 経女学校⑥の平 日部に入学 して

聖書の研究をおさめ

母校 の普連土女学校

に戻 り保 育事 業 に

携わった。その後,

水戸の クエーカー教

の宣教師ビンフォー

ド夫妻の招 きを受け

水戸に移 り,そ こで

清野は9年 間を過 し

た。

ビンフォー ド美人 写真4吉 田清野



と柳子の出会いか ら清野は悦蔵の妻になり八

幡の人となった。この時悦蔵は26才,清 野は

28才 で,夫 より2才 年上の花嫁であった。清

野は結婚の話がもち上った時,自 分が年上で

あったことにこだわったが,逆 に悦蔵は年上

の考えのしっか りした事業を助けて くれる様

な女性 と結婚 したいという意志 を持ち続けた。

悦蔵の よき相談相手となって,理 想に向って

共に歩み,困 難を分ち合 うことのできる入とし

て清野は悦蔵の思い描いていた女性であった。

結婚 してか ら清野が柳子 と共に暮 した時

は余 りにも短か く,柳 子の死 をもって,わ ず

か半年あまりで終ったが,柳 子亡 き後,清 野

は名実 ともにミッションの婦人部の リーダー

となり活動をしていった。清野は東北育 ちで

あったので,関 西では言葉に随分苦労 をした

らしい。そんな清野を悦蔵は言葉づかいから

教育 した。農村伝道には可能な限り連れ歩き,

また外で珍 しいおいしい料理が出されれば,

料理法 を聞き清野に教 えた。そして頻繁に訪

れる客のもてなしを通して,特 に料理の知識

と技術 を積むことを清野は率先して行った。

1917年(大 正6)10月 に長男希夫が生れた。

次いで1919年(大 正8)5月 には信子,孝 子

の双生児に恵まれた。同 じ年の6月 にヴォー

リズは一柳満喜子 と結婚式 をあげ,近 江 ミッ

シ ョンはたび重なる喜びに湧いた。

当時,自 転車は都会で もハイカラな乗物で

特 に女性が乗る姿は新時代の到来をより強め

る効果があった。明治36年 に出た小杉天外の

「魔風恋風」では時代の先端 をゆ く男女の生

態が描かれているが,そ の中の口絵には袴 を

はき,頭 に リボンを着けて 自転車に乗る目白

の女子大生が載っている。女性 と自転車の組

合わせは,特 に保守的な地方の人々には大 き

な衝撃であったであろうが,清 野は入幡で最

初に 自転車に乗った女性であった。彼女の忙

しい生活,熱 心な伝道活動には自転車は欠か

せぬものであった。時には誤まって道か ら落

ちた り,池 の中に投げ出されて大怪俄 を負う

こともあった。伝道は,雨 や雪の日,闇 の晩

もあ り,ま た細い道,泥 の道,道 な き道をも

超えてゆかねばならなかった。清野はその様

な悪条件の中を精力的に各地の集会に出席 し,

講演 をすることによって,ミ ッションの婦人

部 を志高 く導いていった。

池田町に建 った吉田邸は ミッションの本部

であ り,ま た迎賓館でもあったが,さ らに清

野を中心 とする婦人部の本部 となった。もと

もと柳子やヴォー リズの母ジュ リアやウォー

タハウス夫人,ヴ ォーゲル夫人達 を核にして

いたミッションの女性達の数は次第に多 くな

り,大 正10年 代には,ヴ ォー リス夫人満喜子,

清野,村 田夫人などを中心 として20名 を超え

る組織を成すまでになってきた。その結果,近

江 ミッションの中で婦人部の位置が確立 し,

本部からの予算措置が明確 に行われるように

なった。そこで,伝 道や近江療養院の患者訪

問,修 養などの他に例 えば,英 会話,編 物手

芸,ピ アノを素養のある女性達が指導 を始め

ることになった。また,特 殊なものに,体 操,

ろうあ教育などが開始され,教 育に対する意

志が具体的に表われてきた。また婦人部は教

会の婦人会 とも協力をし数々の講習会 を開い

た。中でも人気のあったのは清野が指導する

料理教室で,各 地の要望に応 じて清野は出張

し,意 欲的に働いた。

西洋への憧れ,西 洋料理に対する関心は,

キ リス ト教 とも重な り若い女性 には十分に魅

力的であった。文明開化以来,西 洋料瑾 をい

ち早 くとり入れたのは,政 府の高官や上流階

級の人々で明治半ばあたりまでは,彼 らの独

占物であった。その後,東 京,横 浜,神 戸な

どの外人居留地にできたホテルやレス トラン

を通 して一般に普及していったが,あ くまで

も専門料理店で食べ る高級料理であった。し

か し,大 正期 になると女学校などで教育 を受
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けた女性達 は,料 理のみならず西洋文化 を家

庭に持 ち込む役割を積極的に果すようになっ

た。

清野 は9年 間の水戸 での生 活の中 でビン フ

ォー ド夫 人か ら手 ほ どきを受 けたが,よ り一

層 の西洋 料理研鑚 の ため,1922年(大 正11)

2月,単 身ア メ リカに渡 った。サ ンフラ ンシ

ス コ,パ サデ ィナ,ニ ュー ヨー ク と移動 しな

が ら食物 の研究 をし,9月 に 多 くの成果 を持

って八幡 に帰 って きた。清野 は前に も増 して

多忙 となったが,そ れ は端 目には働 き過 ぎ と

も感 じられた。

清野が 多忙 を極 めて いるなか,悦 蔵 とヴ ォ

ー リズは
,ま た も1930年(昭 和5)3月 か ら

7月 にか けてア メ リカ旅 行 を した。 さ らに悦

蔵 は1932年(昭 和7)の2月2日,3度 目の

外遊 に 出発 した。 ア メ リカ,カ ナダ,イ ギ リ

ス,フ ランス,イ タ リア,エ ルサ レムか らシ

ンガ ポール,香 港 上 海な どをまわ り6月1

日に神 戸 に帰 港 した。悦 蔵の帰朝 ほ どな くし

て7月 に清野 は乳癌 と診断 され大手 術 を受 け

るこ ととなった。元来,病 気 な どを した こ と

の な い清 野 であ っ たか ら,医 者か ら癌 の宣

告 を受 け た時 の 悲痛 な思 いは 強か った。 手

術,そ して そ の 後 の経過 は良 好 で,清 野 は

この時再生 へ の感謝 を 「湖 畔の聲」12月 号 に

書 いた。 自分 の余 命 は神 の国のため,近 江 ミ

ッシ ョンの ため,我 家 のため に尽す と固 く心
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に誓った。退院し健康 を回復してか らの清野

は,感 謝の心を伝えるため日本全国を巡 り,

また新 しい構想 をもって料理教室を再開した。

1933年(昭 和8)4月,悦 蔵は近江勤労女

学校 と向上学園を創立させた。これは悦蔵の

教育観 を探る上では重要な鍵 を握るもので,

女子教育 に労作の体験 と,生 活力を養 う実習

をとり入れ,さ らに芸術性 を養 う授業 を実行

した学校 であった。

同 じ年の10月,清 野は家政塾を創立 した。

悦蔵は43才,清 野は45才 にして各々 自分の信

念を具現化するべ く自分の学校 をつ くった。

この後,清 野は1937年(昭 和12)5月 から約

一 月間,悦 蔵 と共に中国 を旅行 し,こ の時 も

清野は盛んに食物の知識を吸収 した。常に研

究努力 を惜 しまぬその態度は,自 然に人望 を

も集め,小 さな料理教室を,や がて家政塾 に

発展させていった。

2.そ の他の人々

近江 ミッションにとって重要な女性は,こ

の他に も何人かをあげることができる。その

一人はヴォー リズと結婚 した一柳満喜子であ

る。満喜子は,1877年(明 治10)に 子爵一柳

未徳の三女 として生れた。満喜子の兄 ・恵三

は関西の名門廣岡家に婿養子に入り,こ の縁

で満喜子は廣岡家に身を寄せ ていた。御茶の

水高等師範の付属小学校から,女 子学院に進

み,さ らに神戸女学院で勉学を重ねた後,ア

メリカに留学 した。8年 に及ぶアメ リカ滞在

中に児童学,保 育学の研究を修めた。

ヴォー リズが廣岡家の依頼で,東 京や神戸

の住宅 を設計 していた頃に満喜子はアメ リカ

か ら帰国した。二人は設計の打合わせで顔 を

会わせ る機会を重ね,結 婚へ と進んだ。結婚

式は1919年(大 正8)に 東京 ・明治学院のチ

ャペルで行われた。一柳家,廣 岡家のバ トロ

ネー ジを得て,ヴ ォー リズの建築設計での仕

事はますます発展 した。昭和年代の戦争色が



進む中,1941年(昭 和16)に ヴォー リズは日

本国籍 を得,一 柳米来留 と名のり,残 りの半

生 を生 きた。

満喜子は清友幼稚園を創設するなど,教 育

活動に熱心であった。 しかし,彼 女のい くら

か特殊な性格は,周 囲の人々を困惑させ るこ

とも多かった。そのため,ミ ッション全体の

共働 という観点,或 いは家政塾の成立過程で

は,そ の果 した役割は大 きい とは言えない。

従ってここでは,満 喜子についての詳細な

記述 を省いた。

一方 ,ウ ォーターハウス夫人は,ミ ッショ

ン成立当時か らの貢献者であり,家 政塾の成

立に大きな足跡を残 した。自ら率先 して人々

を集め,よ く交わり慕われたが,満 喜子 との

確執が もとで離 日したともいわれる。ウォー

ターハ ウス夫人については機会 を改めてのべ

ることにする。

N家 政塾の成立

近 江 ミッシ ョンが創 立 され てま もない1915

年(大 正4)の 「湖 畔の聲」3月 号 に八幡婦

人伝 道消 息が載 ってい る。 内容 はヴ ォー リズ

の母 ジュ リア ・ヴォー リズが,も う一人 の女

性 宣教 師 とともに入幡 近郊 の26家 庭 を訪 問伝

道 をした件 と,こ の頃に は既 に定例 化 してい

た料理 会 の開催 報告 で ある。料理 会の 出席 者

は毎 回14,5名 で あ る こ とと,前 月の献立が

チ キンパ イ,マ ッシュ ポテ ト,ク リーム キャ

ロ ッ トである こ とが紹 介 され ている。

ヴ ォー リズの両親,ジ ョン ・ヴォー リズ と

ジ ュ リア ・ヴォー リズは1914年(大 正3)に

住 みな れた故 国 を去 り,遠 い国 日本に来 た。

これ よ り先,ヴ ォー リズは1913年(大 正2)

か ら体 調 を くず し,ア メ リカの故郷 に帰 って

静養 す るこ とに なった。お りしもこの時,外

遊 中の悦蔵 は,こ の知 らせ を同 じア メ リカで

受 け と り,ヴ ォー リズの故郷 コロラ ドを訪 れ

た。再会した二人は,釣 や乗馬,水 泳など自

然の中で健康的な生活を楽 しんだ。ヴォー リ

ズの静養 のための帰国はこれが2度 目であ

った。最初は来 日してそう日も経たぬ1906年

(明 治39)4ヶ 月間 コロラ ドに帰っている

が,こ のよ うに2度 もの病気は両親 の気持

を暗い ものにした。 しば らく養生の後,彼

が 日本に帰る言い出 した時,両 親にはかなり

の異論 もあったであろう。しかし結果的には

ヴォー リズは両親を日本に連れて帰 った。そ

して悦蔵を含めた一行4人 は,1914年(大 正

3)3月 に横浜に着いたのであった。この時

ジョンは62才,ジ ュリアは58才 であった。

1913年(大 正2)か ら八幡に住んでいたウ

ォー ターハウス夫人と,八 幡に来てまもない

ジュ リアは共に伝道 を中心にして英会話や料

理 を教 え,地 域に西洋の生活 を紹介 していっ

た。しか し,日 本語 を殆ど話 さないジュ リア

は,次 第に英会話 を教 えることが多くな り,

ウォーターハウス夫人が料理 を担当してい く

ようになった。さらに悦蔵が清野 と結婚 して

からはウォーターハ ウス夫人と清野が中心 に

なって料理教室が開かれていった。

回数 も人数 も増えるにつれ,開 催の会場 は

ウォーターハウス邸の台所 ・食堂で開かれる

ようにな り,設 備 も整えられていった。

台所機器な どは近江セールスがアメ リカよ

り直輸入した最新の ものが揃 えられ,調 理器

具類 もアメリカ製の珍 しいものが用意 された。

ウォー ターハウス夫妻が1924年(大 正13)

1月 にアメリカに帰った後は清野が 自邸に料

理教室 を移 し,時 勢 にのってより一層生徒 は

増えていった。生徒達は,経 済的に余裕のあ

る入幡近郊の良家の子女であった。

料理学校が 日本で初めて開校されたのは,

おそらく1882年(明 治15)に 東京 ・日本橋に

できた赤堀料理教場 であろう。以後,日 本料

理,西 洋料理 を教 える学校は次々 と増えてい

ったが,最 初か らこれ らの学校は立働式の台
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図3最 初 に料理教室が開かれたウォーターハウス邸

所を採用 した。 日本在来の調理場は伝統的に

床作業であって,当 時の殆 どの家庭では座位

姿勢が普通であったか ら,日 本女性は料理学

校によって立働での調理作業を経験 したとい

える。座位台所は戦前では珍 しいものではな

かったか ら家政塾に通 う生徒達 も家庭 では,

座って作業 をしたであろう。

また料理学校の教授法は計量す ることを導

入した。これによって女性達はきびしい修業

なしに能率よ く誰で もが,た やす く高級な料

亭なみの料理 を自分の ものにす ることができ

た。それまで料理 を学ぶのは専門家をめざす

もののみで,家 庭の子女は母親の料理を習っ

ていれば良 しとされた。しか し,今 迄経験 し

えなかった料理が食卓に並ぶことの魅力は料

理 を花嫁修業の一つ として公認させる力とな
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階平面図

図4家 政塾の出発点となった吉田邸

った。家政塾はおもに女学校 を卒業 した人達

のための料理 を中心 としたまさに花嫁学校で

あった。

近江家政塾は1933年(昭 和8)10月 に清野

の料理教室を基盤として創立 された。最初の

2年 半は,吉 田邸で引き続 き料理 をはじめ,

手芸,編 物 その他などが教授されたが,や

がて本館が吉田邸の隣地に建設された。1936

年(昭 和11)4月 に工事が始められ,竣 工は

同年7月 であ った。敷地60坪 ・約200m2の と

ころに,和 風一階建で約40坪 の建物が実現 し

た。落成式には,救 世軍のブラスバン ドの祝

典演奏 をはじめ として,各 方面か らも多くの

祝辞が届 いた。

落成式が行われた時の塾生は約30名 で,こ

の時迄の総計では140名 を超 え,さ らに新館

の必要性 も話題にされた程,隆 盛の状況であ

った。 これ と前後 して出された次年 度向け
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写真6近 江家政塾本館落成,1933年7月

現在 この建物は外観 に当時のお もかげを

残すばか りで土地,建 物とも近江 ミッシ

ョンの手からは離れている。

の入塾案内には,そ の教育 目的か ら卒業にい

たるまでの細則が示 されている。

第一章 総 則

第一条 家政塾はキ リス ト教の精神に基いて

女子の徳 性を涵養 し,家 庭生活に必要

なる諸技芸の研究を共になして実力あ

る婦人を養成す るを以て目的とする

第二条 修養年限及び定員を次の通 り定める

一、本 科2年,定 員20名

一 、研究科 別に定める

第二章 学年及び休業 日

第三条 学年は4月1日 に始まり翌年3月31

日に終 る

第四条 学期 を分けて3学 期 とする

略

第三章 学科及び時間割

第六条 学科 を以下の如 く定め塾生はその中

修身,料 理,及 び他の一科 目以上 を選

択履修す るもの とす る

修身,手 芸,料 理,裁 縫,英 語

音楽,茶 湯,生 花,体 操

第七条 各学科の授業時間割は別に定める

略

第五章 学 費

第十三条 以下に定め毎月始めに納めるもの

とす る

授業料一 ヶ月金一円,料 理材料費金一

円

技芸材料費,そ の材料費に応じ各自の

自弁 とする

第六章 卒 業

第十四条 本科 を卒業せ るものは卒業証書 を

授与する

以下略

施設 も整い,清 野を中心に講師も揃い,順

風満帆の船出であった。しか し,一 方で時代

の不吉な風も吹き始めていた。満州事変,上

海事変,国 連脱退 と進行する軍国主義は第2

次大戦に向ってお り,様 々な統制が少 しつつ

強化されていった。1942年(昭 和17)に なる

と料理の材料 も思 うように入手できな くなっ

てきた。 と同時に近江兄弟社にも改革の時が

お とずれてきた。事業は休 止状態に追い込ま

れ,こ の様な苦難の中で悦蔵は健康がす ぐれ

ず,つ いに病に倒れるのである。1942年(昭

和17)11月21日 彼は52才 の若 さでこの世 を去

った。そして家政塾 もこの年の夏に突如 とし

てその歴史の幕を閉じるのである。その後は

近江兄弟社に教育事業に吸収 されるが,家 政

塾の形態は再建されることがなかった。

清野は1948年(昭 和23)4月6日 にその60

才の生涯 を閉 じた。

Vお わ りに

本篇では家政塾設立にいたるまでの過程 を

その時代背景 とともに追跡 した。明治・大正・

昭和 と続 く時代の変遷は欧米化の一つの道の

りで もある。現在,私 達はごく自然に家族 と

同じ食卓で食事を共にしている。しか し,ヴ

ォー リズの来 日当時,あ るいは清野が八幡に

来た当時は,日 本人の食事 の光景はこうでは

なかった。家族の各々が膳を持 ち個別に食事

が行われ,ま た家族間の身分差 も顕著で,共

に食べ る行為は存在しなか った。一つの食卓
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で家族が揃って顔 を合わせて食べる様式は,

欧米の生活からとり入れた概念であったと考

えられる。ヴォー リズは多くの住宅を設計 し

た。彼は,住 宅設計のプロセスの中で家庭生

活の重要性 を説 き,そ れは時 としてキリス ト

教の伝道とも重なった。食堂は一家団らんの

家族生活の重要な場所である,そ して食堂は

家庭教育の実習室 となるべ きであるとして,

食卓の場の充実 を計った。それは住宅 という

器か らの洋式生活の導入であった。

それに対して,ミ ッションの女性達は自分

達の暮 らしを通 して西洋を紹介していった。

料理,テ ーブルマナー,洋 式エチケ ット,洋

裁,刺 しゅう,編 物,音 楽などが一般的に普

及することによって,洋 式生活,洋 風が何で

あるかが理解されていった。

特に女性達は,そ れを流行 という感覚で と

り入れ,身 につけていった事柄も多い。家政

塾 もそうした時代の流れの中での一つの現象

であるともいえよう。家政塾の卒業生で,今

もなお元気で活躍中の方が,家 政塾について

語る時,そ こには時代の先端 を体験 した誇 り

が感 じられる。そして彼女達が周囲に与えた

影響や生活の改革者であったことの意義を考

える時,教 育の存在の重要性を感ぜずにいら

れない。

今回の家政塾の成立にいたるまでに引 き続

き,そ の具体的な教育内容や方式についての

資料を現在整理 している。さいわい悦蔵氏の

御長男吉田希夫氏は,池 田町の住宅に住み続

けてさらに,こ こで英語塾など開いていらっ

しゃる。 この調査に当っては,希 夫氏の多大

な御援助 を頂 くことができたことは大 きな喜

びであった。また,ヴ ォー リズの設計図の参

照については大阪芸術大学の山形政昭先生の

御好意を頂 いた。ここを借 りて感謝の意 をあ

らわすこととする。

〈注 〉

(1)「 近 江 の兄 弟 」 吉 田悦 蔵,1913,近 江 兄 弟社 よ

り。

(2)キ リス ト教 青 年 会 キ リス ト教 の信仰 に も とつ

い て理 想社 会 の建 設 を 目的 とす る世 界 的 な青 年

の 団体 。1844年 ロ ン ドン で創 立 され た 。 日本 で

は1880年(明13)東 京 に創 立 され たの が 始 ま り

で あ る。

(3)(1)と 同 じ。

(4)ガ リラヤ 丸 命名 の由 来,「 湖 畔 の 聲」創 刊 号 よ り

「2千 年 の 昔,イ エ ス が風 光 明 媚 の ガ リラヤ 湖

畔 に立 ちて,雄 大 荘 厳 な る御 聲 を天下 に揚 げ給

ひ しを,我 は 我 が琵 琶 湖 の辺 に立 ち て 反響 せ ん

とす る聲 で あ る。… … 」

(5)1887年(明20)ア メ リカ,キ リス ト友 会 フ ィ ラ

デ ル フ ィ ア年 会 の宣 教 師 コサ ン ド夫妻 に よ り開

設 され た女 学 校 。 当初,伝 道 は茨 城 県 下 に主 力

が お か れ た ため,同 県 か らの寄 宿 生 が 多 か っ た。

戦 後 は 国 際平 和 を重 ん じ る クエ ー カー の 生 き方

を通 して平 和 民 主教 育 の 実 践 を して い る。

(6)1884年(明17)ア メ リカ,メ ソ ジス ト監 督教 会

婦 人 宣教 師 ヴ ァ ン ・ペ テ ンに よ って横 浜 に 設立

され た婦 人伝 道 師養 成学 校 。 後 に 日本 女 子神 学

校 に 発展 解 消,さ らに青 山学 院神 学 部 に 吸収 さ

れて,そ の女 子 部 とな った 。

(7)(8)ヴ ォー リズ設 計 の オ リジナ ル 図面 よ り,平 面

図 ・立面 図 と も書 き改 め た 。
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